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表紙絵解説

初恋の紫カタクリ（花言葉より）
　カタクリは発芽から開花まで８〜９年ほどかかり，かつては球根から片栗
粉が作られていました。色は紫色・ピンク色・黄色・白色の品種があり，花
言葉はそれぞれにあります。万葉集などでうつむいた可憐な少女として読ま
れています。紫色は良く見ると，初恋の切なさや寂しさに耐える様に感じま
すが一方ではやはり春の妖精だと感じるのは私だけでしょうか？
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八戸耳鼻咽喉科医会

金　田　裕　治

成人の軽度・中等度難聴者に対する
補聴器購入助成制度について

巻　頭　言

　難聴は，認知症の最大の危険因子といわ
れ，中年期以降の難聴がその要因であるとの論
文（Lancet　2017年，2020年改訂）をはじめ，
WHOの「認知症予防のためのガイドライン」
には「難聴の管理」の重要性が示されております。
Lancet では認知症専門家からなる国際委員会
が，2020年に認知症の発症を約40％予防する効
果が期待できる危険因子として，難聴，教育不
足，喫煙，うつ，社会的孤立などの12のリスク
を報告しました。そのうち中年期（45～65歳）
の難聴を改善することで認知症の８％を減らす
ことができるとしており，難聴が最大の危険因
子と言われています。また晩年のうつ（４％）
と社会的孤立（４％）も難聴と大きく関係して
いる可能性があります。

　近年「ヒアリングフレイル（聞き取る機能の
衰え）」という概念が定着しつつあります。高
齢者にいたっては，体力のみならず感覚器の衰
えがコミュニケーションや外出の機会を減少さ
せ，知識力，情報処理スピードの低下，はては
認知症の起点に繋がると考えられています。一
般に加齢性難聴は，個人差はあるものの40歳代
後半から徐々に始まり65歳以上に著明に現れて
きます。

　現在八戸市における補聴器購入費用の助成に
ついては，高度・重度難聴の障害者を対象とし
た障害者総合支援法による公的助成と，18歳未
満の軽度・中等度難聴児への助成が行われてお
りますが，成

・ ・

人の軽度・中等度難聴者の購入費
用助成に関しては，八戸市をはじめ県内の市町
村で助成制度の導入が遅れているのが現状で，

ことに県南地方では皆無です。
　国内では新潟県のように県内すべての市町村
で補聴器購入費用助成制度を創設しているほか，
多くの自治体で助成制度の設立が進められてお
りますが，東北では青森県のみが制度のない時
期が長く，近年津軽地方の一部の自治体で制度
の取り入れが始まったばかりというのが現状で
す。
　一方同じ東北でも山形市では，八戸市とほぼ
同じ医療人口を抱えながら「聞こえくっきり事
業」として認知症発症のリスクを減らすため
に，難聴の早期発見，早期導入する試みを自治
体，医師会，補聴器技能士が協力し行っていま
す。若年者に対してはヘッドホン・イヤホン難
聴への正しい知識の普及啓蒙，主に中高年の方
には成人軽度・中等度難聴に対する補聴器購入
助成の実施，補聴器の適切な購入方法および補
聴器購入後のトレーニングの必要性などの周知
啓蒙が主な役割で徐々にその活動範囲を広めて
おります。

　補聴器は安価なものでも片耳10万円以上で，
より効果的とされる両耳装用も費用の面でなか
なか勧められないのが現状です。日本は先進国
の中でも補聴器の普及が低いとされる所以です。
19歳になると助成が打ち切られるということは，
八戸市の難聴をもった若者が新たな職場や進学
先での助成を受けながらの生活は期待できない
ことを意味し，人材の流出にもつながる問題で
す。
　本制度は早期の導入が望まれます。


